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昨
年
の
11
月
に
、
大
井
九
条
の
会
は
結
成
十
二
年
目
を
迎
え

た
。
結
成
か
ら
の
11
年
間
、
憲
法
改
悪
の
動
き
に
抗
し
憲
法
を

守
る
た
め
に
、
毎
月
の
定
例
会
と
街
頭
宣
伝
、
年
２
回
の
平
和

の
集
い
、
そ
し
て
戦
時
体
験
集
の
発
行
な
ど
の
活
動
を
続
け
て

き
た
。
昨
年
は
、
８
月
に
朗
読
劇
「
反
戦
平
和
の
詩
画
人
四
國

五
郎
～
時
代
を
超
え
る
絵
と
言
葉
の
力
～
」
を
上
演
し
、
11
月

に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
布
施
祐
仁
氏
の
講
演
「
戦
後
80
年
と
不
戦

の
決
意
～
日
本
と
ア
ジ
ア
を
再
び
戦
場
に
し
な
い
た
め
に
～
」

（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）
を
視
聴
し
て
の
学
習
会
を
開
催
し
た
。
ま
た
、
８

月
に
戦
時
体
験
集
Ⅳ
の
増
補
版
を
発
行
し
た
。
戦
後
80
年
を
迎

え
、
戦
争
を
体
験
し
た
人
が
減
り
戦
争
の
記
憶
が
薄
れ
て
い
く

一
方
で
、
軍
拡
に
よ
る
戦
争
国
家
づ
く
り
が
急
激
に
進
行
す
る

状
況
と
な
り
、
戦
争
の
実
相
を
知
り
「
戦
争
の
記
憶
」
を
継
承

す
る
活
動
や
、
歴
史
を
学
び
戦
争
を
起
こ
さ
せ
な
い
た
め
の
行

動
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

昨
年
の
10
月
に
発
足
し
た
高
市
政
権
は
、
安
倍
政
権
と
そ
れ

を
引
き
継
い
だ
岸
田
政
権
以
上
に
、
憲
法
の
平
和
理
念
に
反
す

る
戦
争
国
家
づ
く
り
に
前
の
め
り
に
な
っ
て
い
る
。
高
市
首
相

は
、
10
月
24
日
の
所
信
表
明
演
説
で
、
防
衛
費
の
国
内
総
生
産

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
比
２
％
（
約
11
兆
円
）
へ
の
今
年
度
中
の
引
き
上

げ
と
安
保
３
文
書
の
改
定

を
前
倒
し
で
２
０
２
６
年

度
中
に
行
う
こ
と
を
表
明
。

４
日
後
の
日
米
首
脳
会
談

で
、
こ
れ
ら
対
米
従
属
の

方
針
を
ト
ラ
ン
プ
米
大
統

領
に
伝
え
、
「
日
本
と
し

て
主
体
的
に
防
衛
力
の
抜

本
的
強
化
と
、
防
衛
費
の

増
額
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
決
意
」
を
表
明
し
た
。
ま

た
、
「
防
衛
装
備
移
転
三
原
則
」
を
改
定
し
、｢

殺
傷
兵
器
」

の
輸
出
を
制
限
す
る
「
５
類
型
」
の
撤
廃
に
よ
る
武
器
輸
出
の

拡
大
や
日
本
の
国
是
で
あ
る｢

非
核
三
原
則
」
の
見
直
し
、

「
専
守
防
衛
」
に
反
す
る
原
子
力
潜
水
艦
保
有
の
検
討
な
ど
、

前
の
め
り
の
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
。

高
市
首
相
の
危
う
さ
を
如
実
に
示
す
の
が
、
「
中
国
に
よ
る
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１
月
12
日
の
定
例
会
で
は
、
米
国
の

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
侵
攻
に
つ
い
て
い
く
つ
か

の
文
献
を
も
と
に
学
習
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
今
年
の
行
事
と
し
て
、
朗
読
劇

等
と
学
習
会
等
で
年
２
回
の
開
催
を
予

定
し
よ
う
と
話
合
い
ま
し
た
。

台
湾
有
事
は
、
日
本
の
存
立
危
機
事
態
に
な
り
得
る
」
と
い

う
国
会
で
の
発
言
だ
。
こ
の
発
言
に
よ
っ
て
日
中
関
係
は
極

度
に
悪
化
し
、
現
在
も
改
善
の
見
通
し
が
立
っ
て
い
な
い
。

台
湾
有
事
と
存
立
危
機
事
態
の
関
係
に
つ
い
て
、
歴
代
政
権

は
意
図
的
に
踏
み
込
む
こ
と
を
避
け
て
き
た
。
そ
れ
は
、
特

定
地
域
や
具
体
的
事
態
を
想
定
し
て
の
発
言
が
、
軍
事
的
緊

張
を
高
め
、
日
本
を
戦
争
に
引
き
ず
り
込
む
危
険
を
は
ら
ん

で
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
か
ら
だ
。
そ
の
一
線
を
越
え

た
発
言
は
、
実
際
に
国
民
の
安
全
や
生
活
を
危
険
に
さ
ら
し

た
と
い
う
点
で
、
一
国
の
指
導
者
と
し
て
軽
率
な
行
為
で
あ

り
、
外
交
上
の
失
態
そ
の
も
の
だ
。

日
本
政
府
は
、
米
国
と
一
体
と
な
っ
て
台
湾
有
事
に
介
入

し
、
中
国
と
の
戦
争
に
勝
利
す
る
準
備
を
す
る
こ
と
が
、
中

国
か
ら
の
攻
撃
を
防
ぎ
平
和
を
守
る
抑
止
力
に
な
る
と
主
張

す
る
が
、
そ
う
い
う
や
り
方
は
軍
事
的
緊
張
を
高
め
る
だ
け

で
、
む
し
ろ
平
和
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
だ
。
ト
ラ
ン
プ
政
権

は
、
昨
年
の
日
米
防
衛
相
会
談
で
「
西
太
平
洋
に
お
け
る
有

事
に
直
面
し
た
場
合
、
日
本
は
最
前
線
に
立
つ
こ
と
」
を
要

求
し
た
。
も
し
、
日
本
が
ア
メ
リ
カ
の
要
求
に
応
え
て
台
湾

有
事
の
最
前
線
に
立
て
ば
、
中
国
か
ら
参
戦
国
と
見
な
さ
れ
、

日
本
全
土
が
反
撃
の
標
的
と
な
り
、
国
土
の
戦
場
化
を
も
た

ら
す
こ
と
に
な
る
。
日
米
安
保
条
約
に
よ
っ
て
戦
後
の
平
和

が
維
持
さ
れ
た
と
い
う
認
識
を
改
め
、
軍
事
力
で
は
な
く
外

交
に
よ
る
平
和
構
築
を
目
指
す
べ
き
だ
。

年
明
け
の
３
日
に
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
、
南
米
ベ
ネ
ズ
エ
ラ

に
大
規
模
軍
事
攻
撃
を
行
い
同
国
の
大
統
領
夫
妻
を
拘
束
、

さ
ら
に
同
国
の
政
治
や
経
済
に
関
与
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
。

明
ら
か
に
国
連
憲
章
違
反
の
武
力
行
使
で
あ
り
、
世
界
中
か

ら
批
判
さ
れ
て
い
る
が
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
「
私
に
国
際

法
は
必
要
な
い
」
と
言
い
、
キ
ュ
ー
バ
や
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
そ

し
て
メ
キ
シ
コ
な
ど
の
中
南
米
諸
国
に
も
圧
力
を
強
め
て
い

る
。
就
任
当
初
の
一
方
的
な｢

ト
ラ
ン
プ
関
税
」
の
世
界
各

国
へ
の
押
し
付
け
な
ど
、
国
連
憲
章･

国
際
法
を
無
視
し
た

「
力
の
支
配
」
に
よ
っ
て
、
い
ま
米
国
は
信
頼
を
失
い
、
世

界
の
リ
ス
ク
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
下
で
、
こ

れ
ま
で
の
よ
う
な｢

日
米
同
盟
絶
対
」
で
対
米
従
属
の
政
治

を
続
け
れ
ば
、
日
本
の
進
路
を
過
つ
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

世
界
は
今
、
力
が
支
配
す
る
時
代
に
逆
戻
り
し
た
か
の
よ

う
だ
。
世
界
中
で
戦
争
や
紛
争
で
苦
し
ん
で
い
る
人
が
溢
れ

て
い
る
。
憲
法
前
文
に
「
わ
れ
ら
は
、
全
世
界
の
国
民
が
、

ひ
と
し
く
恐
怖
と
欠
乏
か
ら
免
か
れ
、
平
和
の
う
ち
に
生
存

す
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
」
と
あ
る
。
憲
法
の

平
和
主
義
は
、
我
が
国
だ
け
の
平
和
で
は
な
く
、
全
世
界
の

国
々
の
平
和
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。
日
本
が
や
る
べ
き

は
、
大
国
に
よ
る
力
の
支
配
が
世
界
の
安
全
保
障
を
脅
か
し

て
い
る
情
勢
に
対
し
て
、
国
連
を
中
心
に
し
た
多
国
間
主
義

を
取
り
戻
そ
う
と
い
う
取
り
組
み
に
参
加
し
、
中
心
と
な
っ

て
活
動
す
る
こ
と
で
あ
り
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
協
力
し
て
東
ア

ジ
ア
の
平
和
構
築
に
向
け
て
憲
法
の
理
念
に
基
づ
く
外
交
を

進
め
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

大
井
九
条
の
会
代
表

田
村
嘉
浩

日
本
国
憲
法

第
二
章
戦
争
の
放
棄

第
九
条
日
本
国
民
は
、
正
義
と
秩
序
を
基
調
と
す
る
国
際
平
和
を
誠
実
に
希
求
し
、
国

権
の
発
動
た
る
戦
争
と
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武
力
の
行
使
は
、
国
際
紛
争

を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
は
、
永
久
に
こ
れ
を
放
棄
す
る
。

第
二
項
前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め
、
陸
海
空
軍
そ
の
他
の
戦
力
は
、
こ
れ
を
保
持
し

な
い
。
国
の
交
戦
権
は
、
こ
れ
を
認
め
な
い
。

2026年1月10日11:26

BIOTOPIA イチョウ並木より富士を臨む

次
回
定
例
会

・
２
月
７
日
（
土
）
14
時
～

・
そ
う
わ
会
館
第
１
会
議
室

代表年頭挨拶 力が支配する時代に、憲法の平和理念に基づく外交を


